
SUZUKA CIRCUIT
Rd.1/2/3 FUJI SPEEDWAY MAR 28 - 29

Rd.4/5/6 AUTOPOLIS APR 25 - 26

Rd.7/8/9 SUZUKA CIRCUIT MAY 23 - 24

Rd.10/11/12 OKAYAMA JUN 13 - 14

Rd.13/14/15 Sportsland SUGO AUG 29 - 30

Rd.16/17/18 MOBILITY RESORT MOTEGI SEP 12 - 13

Rd.7 / 8 / 9

2 0 2 6  S U P E R  F O R M U L A  L I G H T S  R A C E  R E P O R T

5.23[ sat] - 24[sun]

[place] 鈴鹿サーキット（三重県鈴鹿市）

[spectators] fri33,000人(　　 4,000人　 　13,000人　　16,000人）

[weather] 　  曇り一時雨　　 晴れ

※SUPER FORMULA、FORMULA REGIONALと併催



2026年全日本スーパーフォーミュラ・ライツ選手権 Round 7・
8・9が、  5月 23 日（土）・5月 24 日（日） に鈴鹿サーキットで
行われた。予選でダブルポールポジションを獲得した梅垣清は、
Round7 で初優勝を飾ると、Round8、Round9もスタートか
ら力強い走りで連勝し、鈴鹿大会 3 連勝を記録した。鈴木斗輝哉、
オスカー・ブルツ、アクシャイ・ボーラも今大会で初表彰台を経
験し、TOM’Sが Round8で表彰台を独占。Round9 では1位
～ 4位まで独占する快挙を成し遂げ、ドライバーズ・チームの
両部門でランキング首位に躍り出た。

梅垣清が3連勝で鈴鹿大会を完全制覇！
他の3名のドライバーも活躍し、

Round8＆9でTOM’Sが表彰台を独占。
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モビリティ中京 TOM'S TGR-DC SFL

梅垣　清 KIYOSHI UMEGAKI35

P1/1'50.486

Race 7 Race 8 Race 9

P1/1'50.260 グリッドは第7 戦
の決勝レース結果

P1/1'53.734 P1/1'53.211
Fastest Lap

P1/1'53.586
Fastest Lap

Q UA L I F Y I N G

R AC E

アクシャイ・ボーラ AKSHAY BOHRA37

Race 7

Race 8

Race 9

予選 1 位　　　　　1 位決勝

予選 1 位　　　　　1 位決勝

1 位　　　　　1 位決勝予選

Race 7

Race 8

Race 9

予選 8 位　　　　　3 位決勝

予選 10位　　　　　4 位決勝

7 位　　　　  11位決勝予選

Race 7

Race 8

Race 9

予選 5 位　　　　  10位決勝

予選 4 位　　　　　2 位決勝

6 位　　　　　4 位決勝予選

PONOS Racing TOM'S SFL

PONOS Racing TOM'S TGR-DC SFL

オスカー・ブルツ OSCAR WURZ36
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1 位DRIVERS 1 位TEAMS

STANDINGS

6 位DRIVERS 1 位TEAMS

STANDINGS

8 位DRIVERS 1 位TEAMS

STANDINGS

モビリティ中京 TOM'S TGR- DC SFL

鈴木 斗輝哉 TOKIYA SUZUKI38

P7/1'51.421

Race 7 Race 8 Race 9

P8/1'51.596 グリッドは第7 戦
の決勝レース結果

P11/1'54.140 P3/1'54.010 P4/1'53.714

Q UA L I F Y I N G
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P6/1'51.262

Race 7 Race 8 Race 9

P5/1'50.890 グリッドは第7 戦
の決勝レース結果

P4/1' 54.238 P10/1'53.662 P2/1'53.675

Q UA L I F Y I N G

R AC E

P13/1'57.867

Race 7 Race 8 Race 9

P4/1'50.776 グリッドは第7 戦
の決勝レース結果

P8/1'54.227 P2/1'53.721 P3/1'53.735

Q UA L I F Y I N G

R AC E

Race 7

Race 8

Race 9

予選 4 位　　　　　2 位決勝

予選 8 位　　　　　3 位決勝

13 位　　　　  8 位決勝予選

5 位DRIVERS 1 位TEAMS

STANDINGS
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今回は金曜日に練習走行を2 回実施した後、その日の夕方に予選が行われるスケジュールとなった。
前日まで降り続いた雨の影響で、最初のセッション前半はウエットコンディションだったが、途中か
ら路面状況が回復し、練習 2 回目と予選はドライコンディションで行われた。
練習走行の段階ではライバルが先行していたが、気温と路面温度が下がる予選に向けて調整を進めた
梅垣が 1 回目のセッションで 0.134 秒差で今季 2 度目のポールポジションを奪取。続く 2 回目のセッ
ションでは 2 番手以下に対して 0.414 秒の大差をつけてダブルポールポジションに輝いた。
富士大会以来の出走となる鈴木は 1 回目に走路外走行によるタイム抹消もあり13 位に終わったが、2
回目では挽回し 4 位を獲得。ボーラは 1 回目が 6 位、2 回目は5 位という結果に。ブルツはミスが続
き 1 回目が 7 位、2 回目は 8 位となった。

天候：晴れ｜気温：27℃｜路面温度：36℃

天候：曇り｜気温： 22℃｜路面温度：22℃Race 7

Race 9 天候：晴れ｜気温： 25℃｜路面温度：43℃
Race 8 天候：晴れ｜気温： 21℃｜路面温度：25℃

23 日（土）に行われた Round7 決勝（16 周）では、スタートでライバルの先行を許した梅垣だった
が、好ペースで挽回して 7 周目にトップを奪還。そのまま逃げ切り初優勝を飾った。ボーラも順調なペー
スで追い上げて 4 位入賞。13 番グリッドからスタートした鈴木も入賞圏内まで追い上げをみせたが、
最終ラップで他車と交錯し 8 位となった。
24 日（日）Round8 決勝では、梅垣がスタートからトップを守り切り 2 連勝。4 番グリッドからスター
トの鈴木は、ここで新品タイヤを使用する作戦で順位を上げ 2 位、同じくブルツも新品タイヤを使っ
て力強い走りをみせて 3 位に入り、それぞれ初表彰台を獲得した。
Round9決勝では、途中多重クラッシュが発生する波乱の展開となったが、梅垣の勢いは止まらず 3
連勝をマーク。ボーラが 2 位に浮上して初表彰台を獲得し、鈴木も 3 位に続いた。ブルツも 4 位に入り、
TOM’S がトップ 4 を独占した。

Q U A L I F Y I N G

R A C E
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今週 3 連勝することができて嬉しく思います。TGR-DC のみなさん、TOM’Sの皆さんに
感謝したいです。予選に向けてチームの皆さんが良いクルマに仕上げてくれたことでダブ
ルポールを獲得できました。決勝では1レース目は先行されましたけど、2レース目と3レー
ス目は良いスタートを切ることができ、その後のペースも良かったです。ポイントランキ
ングでトップに立ちましたが、まだ僅差です。引き続き自分の課題に向き合って着実にク
リアしていきたいです。

タイヤの使い方や路面状況に合わせた走りなど、経験値がまだまだ足りないと痛感しまし
た。1レース目は最後の詰めが甘くてポジションを落としてしまいました。3レース目はラッ
キーなところもありましたが、全体的にレースペースは良かったと思います。今大会での
発見をしっかり振り返って、良くなかったところを修正していけば、次戦の岡山大会で自
ずと結果は出てくると思っています。予選で良い位置を確保できれば、レースペースが良
いことはわかっているので、もっと自分自身の完成度とスピードを上げてランキング争い
に絡めるように頑張りたいです。

TOM’S としては 3 戦中 2 戦で表彰台を独占できたということで、非常に良い週末だったと
思います。なかでも梅垣選手は3連勝をしっかりと勝ち取り、復帰戦となった鈴木選手も2レー
スで表彰台に立つ活躍でポイントを稼ぎました。さらにオスカー選手とアクシャイ選手も初
の表彰台を獲得してくれて、みんな一生懸命走ってくれましたし、クルマに関しても懸念す
るところはなかったです。ただ、次戦の岡山大会が少し気になるところではありますが、両ラ
ンキングでトップに立ったので、このままの勢いで次戦も頑張りたいと思っております。

全体を通して良い週末になったと思います。2 レース目は非常にタフでした。良いポジショ
ンにいたので表彰台も狙えるレースでしたが、不運があって結果が残りませんでした。3 レー
ス目は序盤のポジション取りで良い選択ができて、アクシデントにも巻き込まれずに済みま
した。この 3 大会で学ぶことはたくさんありましたが、とにかく経験をひとつずつ積んでい
きたいです。次戦の岡山は僕にとって新しく経験するサーキットになりますが、シミュレー
ターなどで出来る限り準備していきたいです。

予選では自分のミスが多くてガッカリしたところがありました。1 レース目は悪くなかっ
たですが、後半に接触がありペナルティを受けました。そこから何とか気持ちを切り替え
て次のレースに向かうことに集中しました。2 レース目では 8 番手と後方からのスタート
でしたが、しっかり追い上げて初表彰台を獲得することができました。2 レース目、3 レー
ス目はTOM’S で表彰台を独占できて本当に嬉しいです。チームをはじめ TGR-DC、そし
て私たちのスポンサーに感謝したいです。

梅垣　清
Driver

オスカー・ブルツ
Driver

アクシャイ・ボーラ
Driver

鈴木 斗輝哉
Driver

山田　淳
Team Director


